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五霞中学校

  対策を講じ　思い出を対策を講じ　思い出を
五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート

黄色組黄色組

 勝つぞ‼
 勝つぞ‼

赤組赤組勝つぞ‼
勝つぞ‼

 対策を講じ　思い出を
五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート

　
体
育
祭
（
10
月
16
日
、
五
霞
中
学

校
）
、
運
動
会
（
10
月
21
日
、
東
・
西

小
学
校
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
三
校
と
も
平

日
の
午
前
中
に
、
無
観
客
・
競
技
種
目

を
減
ら
す
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
中
学

校
は
「
燃
え
ろ
!!
炎
龍
　
吠
え
ろ
!!

黄
虎
　
我
ら
の
戦
場
　
今
こ
こ
に
」
、

西
小
学
校
は
「
頑
張
れ
ば
　
み
ん
な

笑
顔
の
　
花
が
さ
く
」
、
東
小
学
校
は

「
駆
け
抜
け
ろ
力
の
限
り
　
心
を
一
つ

に
東
小
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
吹
き
飛
ば

す
か
の
よ
う
に
競
技
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

　
各
校
で
は
、
開
会
式
終
了
後
、
勝
利

を
願
い
応
援
合
戦
、
個
人
に
よ
る
徒
競

走
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
勝
利
に

向
け
、
一
つ
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
一

丸
と
な
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

上
級
生
が
下
級
生
、
下
級
生
が
上
級

生
に
盛
大
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　
中
学
３
年
生
、
小
学
６
年
生
に
と
っ

て
は
、
最
後
の
体
育
祭
・
運
動
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
良
い

思
い
出
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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五霞西小学校

五霞東小学校

  対策を講じ　思い出を対策を講じ　思い出を
五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート

やったね
一等賞だ！

がんばれー

よーい
　　 ドン！

 対策を講じ　思い出を
五霞町立小・中学校　運動会・体育祭フォトレポート
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
に
な
る

も
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を

目
指
し
、
２
０
２
０
年
に
は
、
日
本

ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
33
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
来
年
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
的
に
は
、

シ
ョ
ッ
ク
は
受
け
ず
、
練
習
の
時
間

が
増
え
た
と
思
い
、
現
在
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

感
謝
の
意
を
込
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を

　
事
業
団
選
手
と
し
て
、
㈱
染
め
Ｑ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
へ
入
社
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
社
へ
の
感
謝
の
意

を
込
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
名
前
と

や
り
投
げ
と
い
う
競
技
を
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

10月28日、町長を表敬訪問

まだ、職場では塗装の練習

心う心うごかごかすす
　キラリびと　キラリびと

五  霞五  霞

Vol.2

　
今
回
は
、
㈱
染
め
Ｑ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ

（
元
栗
橋
）
に
在
籍
し
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
が
期
待
さ
れ
る
陸

上
選
手
（
や
り
投
げ
）
の
小
南
拓
人

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
肩
に
は
自
信
あ
り

　
小
学
生
の
頃
、
兄
の
影
響
を
受

け
、
野
球
を
始
め
、
小
・
中
学
校
で

は
、
野
球
を
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
、
速
球
に
は
自
信
が
あ
っ
た

た
め
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
か
っ
た

た
め
、
内
野
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
入
学
時
も
野
球
部
に
入
部
し

て
い
ま
し
た
が
、
高
校
１
年
の
冬
、

陸
上
部
の
顧
問
の
先
生
か
ら
陸
上
部

へ
の
入
部
を
熱
望
さ
れ
、
最
初
は
野

球
を
辞
め
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
毎
日
の
よ
う
に
陸
上
部
の
顧

問
の
先
生
か
ら
入
部
の
話
を
い
た
だ

き
、
高
校
２
年
で
陸
上
部
に
入
部
し

ま
し
た
。

伸
び
盛
り
の
高
校
時
代
か
ら
…

　
や
り
投
げ
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃

は
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
記
録
は
伸
び

て
い
き
ま
し
た
が
、
大
学
当
初
、
記
録

が
伸
び
悩
み
、
や
り
投
げ
は
単
純
な

競
技
で
な
く
、
緻ち

密み
つ
さ
が
必
要
な
競

技
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

恩
師
か
ら
自
分
と
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
助
言
い
た
だ
い
た
り
、
先
輩

か
ら
指
導
い
た
だ
い
た
り
し
、
練
習

に
励
む
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
記
録

が
伸
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
は
部
員
約
３
０
０
名
の

主
将
に

　
大
学
４
年
の
と
き
、
陸
上
部
の
主

将
と
し
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
よ
う
と

し
ま
し
た
。
最
初
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
競
技
の
リ
ー

ダ
ー
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
一
丸

と
な
り
チ
ー
ム
作
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　
個
人
で
は
、
２
０
１
７
年
９
月
の

日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
、
２
０
１
７
年
10
月
の
国
民
体
育

大
会
で
は
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

茨
城
の
地
へ

　
国
士
舘
大
学
を
卒
業
後
、２
０
１
８

年
に
筑
波
銀
行
へ
入
行
、
２
０
１
９

年
９
月
の
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体

で
は
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
10
月
に
㈱
染
め
Ｑ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ィ
へ
入
社
し
、
現
在
は
、

毎
週
水
曜
日
に
出
社
し
、
塗
装
の
練

習
を
し
な
が
ら
、
母
校
で
あ
る
国
士

舘
大
学
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

目
指
し
て

～Profile～

小
こ

南
みなみ

　拓
たく

人
と

さん（25歳）札幌市出身
札幌第一高等学校→国士舘大学体育学部体育
科→筑波銀行→㈱染めQテクノロジィ
高校２年でやり投げを始め、数多くの大会で
優勝するなどご活躍。2020年には日本ラン
キング２位。自己ベストは81.73ｍ。
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12
月
20
日
か
ら
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
　
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｋ
　
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
（
以
下
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）
を
一
般
開
放
し
ま
す

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
は
、
道
の
駅
北
側

に
あ
る
調
整
池
に
整
備
さ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

と
な
り
、
人
気
を
集
め
て
い
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
12
月
20
日
㈰
に
は
、
一
般
開
放
に
伴
い
、

㈱
染
め
Ｑ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
に
よ
る
塗
装
イ
ベ

ン
ト
、
道
の
駅
ご
か
に
よ
る
出
店
や
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
一
般
開
放
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト

・
日
時
　
12
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
場
所
　
道
の
駅
北
側
調
整
池

○
基
本
情
報

・
開
放
時
間

　
11
月
～
２
月

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
３
月
～
10
月

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
45
分

・
閉
園
日
　
第
１
、
３
月
曜
日
、
月
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
翌
日
、
年
末
年
始
、
臨
時
休

　
業
日
は
開
放
し
ま
せ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

・
一
般
開
放
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

　
都
市
建
設
課
　
市
街
地
整
備
推
進
室

　
☎

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

・
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
関
し
て

　
道
の
駅
ご
か
　
☎

（84）
１
０
０
０

11月11日、㈱染めＱテクノロジィと
包括連携協定を締結

　今回の協定の連携事
項としては、公有財産を
企業の技術開発の実証
実験の場として提供す
ることや、感染症対策、
公共施設の老朽化対策
等への企業の研究・技
術等を活かした提案な
どを掲げ、お互いにメリットを享受できるような連携を目
指しています。
　これまで、㈱染めＱテクノロジィ様には、道の駅ごか
の屋根の遮熱塗装や公共施設や学校・福祉施設にウイル
ス対策の抗菌製品の寄附、現在整備を行っている道の駅
北側の、五霞ＩＣ区域内調整池を平常時に一般開放する
ため独自のコーティング技術を提供するなど、社会貢献
活動をはじめ、多くの分野で町の施策に協力いただいて
います。

11月27日午後10時に放送された
CSのテレビ番組の撮影がありました

　10月28日、道の駅
北側調整池において、
２年前にも町内で撮影
したCSテレ朝チャン
ネル1「 AKB48チー
ム８のあんた、ロケロ
ケ！ターボ」の撮影が
ありました。
　当日は、いばらき大使を務め、自身が所属する
AKB48チーム８のマスコットキャラクター「エイトく
ん」のデザインも務めるほどイラストが得意な岡部麟
さんが、12月20日にオープン予定の「Street sports 
park GOKA」でアートに挑戦し、夕方には、見事、ス
ポーツパークに「エイトくん」が描き上がりました。
　道の駅ごかに来た際には、スポーツパークにもお立ち
寄りください。

Street sports park GOKAStreet sports park GOKAStreet sports park GOKAStreet sports park GOKA

12月20日㈰12月20日㈰
午前９時30分から一般開放午前９時30分から一般開放

©AKB48©AKB48

（スケートボード）（スケートボード）

（こども遊び場）（こども遊び場）

（スラックライン）（スラックライン） （こども遊び場）（こども遊び場）

（休憩所）（休憩所）

（バスケットボール）（バスケットボール）
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昨
今
、
全
国
的
に
公
共
交
通
離
れ
が
進
み
、

利
用
客
の
少
な
い
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ

を
増
す
一
方
で
す
。
し
か
し
、
通
勤
・
通
学

や
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

公
共
交
通
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
を
未

来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
五
霞
町
の
公
共
交
通
網

　
町
の
公
共
交
通
機
関
は
、
決
ま
っ
た
路
線

や
バ
ス
停
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
（
五
霞
・

幸
手
駅
線
）
と
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

ご
か
り
ん
号
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
約
が
あ
っ
た
際
に
出
発
地
か
ら

目
的
地
ま
で
の
運
行
を
行
う
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
空
白
地
有
償
運
送
が
あ
り

ま
す
。

　
町
の
公
共
交
通
の
現
状

　
ご
か
り
ん
号
の
利
用
者
数
は
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
路
線
バ
ス
は
、
令
和
元
年

度
と
比
較
す
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
路
線
バ
ス
の
乗
車
人
数
が
減
少
し
た
こ
と

に
伴
い
、
町
負
担
金
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

24,932,247 28,765,003 30,500,000 

12,801 14,375 17,847

0 

5,000,000 

10,000,000 

15,000,000 
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25,000,000 

35,000,000 

30,000,000 
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10,000 

20,000 

30,000 

40,000 
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60,000 

70,000 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

55,137 54,456

35,118,100 

18,096 

47,598 

58,599

町負担金（円）
路線バス（人）
ごかりん号（人）

（人）

（見込み）

（円）

乗って守ろう！乗って守ろう！

公共交通公共交通
みんなで乗ろう！

町負担金と
利用者数の

推移



広報ごか　2020．127

　公共交通の利用者の減少は、運行本数の減
少につながります。利便性が低下すると、利
用者がさらに減少するという連鎖的な悪循環
に陥る恐れがあります。そのような状況が続
けば、路線そのものもなくなってしまうかも
しれません。
　そして、最近は高齢者による自動車事故が
社会問題化しており、運転免許証の返納も話
題になっています。　　　　
　高齢化が進む中で、交通手段の確保は重大
な課題となっています。
　また、渋滞や環境、健康などに配慮し、自
動車に過度に依存する状態から、公共交通
（バス・電車・タクシー）の「かしこい使い
分け」を家族や地域のみなさんで一緒に考え
ていきましょう。

○お問い合わせ
　生活安全課　☎（84）3618（直通）

公共交通が公共交通がなくなったらなくなったら

大変！大変！

運転免許証を返納したら
買い物にも困るなぁ

自転車では遠くて通え
ないし、送り迎えがな
いと通学できないよ

公共交通の公共交通の４４つのメリットつのメリット

　公共交通の利用者が減少する中、その存続は交通事業者の努
力や行政がすべての公共交通を維持するにも限界があります。
　地域住民・交通事業者・行政が、それぞれの立場を尊重しな
がら、連携・協力して公共交通を維持していくために取り組む
ことが求められています。

渋滞の緩和
　マイカーの利用者が
減少すると道路の交通
量が減り、通勤時間帯
などでの渋滞の緩和に
つながります。

健康の増進
　徒歩での移動距離が短
いマイカーに比べ、公共
交通を利用するとバス停
や駅からの移動で歩く機
会や距離が増えて日常的
に運動量が多くなり、健
康増進につながります。

環境に優しい
　二酸化炭素の排出量は、
バスであれば自動車の約３
分の１、電車であれば約６
分の１で済みます。

車の維持費
　マイカーの場合の維持費
は、燃料代、保険代、税金
など合わせると1日当たり
1,500円程度かかります。
※2,000ccの車を想定
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児
童
生
徒
が
、
日
頃
の
考
え
や
思
い

な
ど
を
力
強
く
主
張
発
表

　
11
月
４
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
、
第
26
回
五
霞
町
青
少
年
の

主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
長
を
始
め
町
議
会
議

員
、
教
育
委
員
、
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
民
生
委
員
、
青
少
年
相
談

員
、
子
ど
も
会
育
成
指
導
者
な
ど
約

80
名
の
来
賓
や
発
表
者
の
保
護
者
が

出
席
す
る
な
か
、
小
学
生
４
名
、
中

学
生
６
名
の
10
名
の
児
童
生
徒
が
登

壇
し
、
日
頃
の
考
え
や
思
い
な
ど
を

力
強
く
主
張
発
表
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
26
回
五
霞
町
青
少
年
の
主
張
大
会

「
短
所
」
は
武
器
だ

五
霞
中
学
校
２
年
　
折
原
　
希
歩

　

 

「
あ
ぁ
、
ま
た
今
日
も
こ
ん
な
時
間

か
。
」

 

「
明
日
学
校
だ
し
、
も
う
寝
な
い
と

い
け
な
い
の
に
。
」

　
み
な
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
が
好
き

で
す
か
。
自
分
が
嫌
い
。
少
し
前
ま

で
の
私
は
、
そ
ん
な
風
に
よ
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
無
自
覚
に
自
分
を
追

い
詰
め
て
し
ま
っ
て
い
た
原
因
は
、

私
の
あ
る
「
短
所
」
が
関
係
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
、
私
は
俗
に
言

う
「
完
璧
主
義
者
」
で
し
た
。
苦
手

な
こ
と
で
も
、
中
途
半
端
は
許
せ
な

い
。
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
来
映

え
が
一
番
良
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
風
に
物
事
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
小
学
生
ま
で
は
苦
手
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
な
ん
と
か
満
足
の
い

く
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
、
で
き
る

限
り
の
時
間
を
か
け
て
、
そ
の
問
題

に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
中
学
校
に
入
学
後
、
衝
撃
を

受
け
た
の
は
、
小
学
校
の
頃
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
課
題
の

量
。
夕
暮
れ
ま
で
続
く
、
部
活
動
の

練
習
。
私
の
「
完
璧
主
義
」
な
考
え

方
は
苦
手
を
克
服
す
る
た
め
に
、
睡

眠
時
間
を
削
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

を
作
り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

「
希
歩
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
ね
。
」

　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
純
粋
な

褒
め
言
葉
は
い
つ
し
か
、
中
学
生
に

な
っ
た
私
を
無
自
覚
に
追
い
詰
め
て

い
く
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

「
つ
ら
い
。
」

　
私
は
、
夜
遅
く
ま
で
「
完
璧
」
を

追
い
求
め
る
こ
と
を
や
め
ら
れ
な
い

私
が
、
だ
ん
だ
ん
嫌
い
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
私
は
あ
る
道
徳
の
授

業
「
短
所
を
武
器
と
せ
よ
」
に
出
会

い
ま
し
た
。

 

「
短
所
は
長
所
に
化
け
る
。
」

　
短
所
が
長
所
に
？
考
え
方
次
第
で

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？
授
業
後

の
私
の
頭
の
中
に
、
鮮
明
に
残
っ
た

の
は
、
こ
の
言
葉
で
し
た
。

 

「
短
所
を
長
所
に
。
や
っ
て
み
よ

う
。
」

　
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
私

は
「
完
璧
主
義
者
」
と
し
て
の
考
え

方
を
改
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 
「
完
璧
」
を
追
い
求
め
て
頑
張
る
こ

と
は
「
何
事
に
も
手
を
抜
か
ず
、
が

ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ
と
で

あ
り
、一
つ
一
つ
の
こ
と
に
丁
寧
に
取

 《
受
賞
者
名
》　
　
　 

　 （
敬
称
略
）

○
五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞

　
五
霞
中
学
校
２
年

　
折
原
　
希の

歩あ

○
五
霞
町
議
会
議
長
賞

　
五
霞
中
学
校
１
年

　
村
瀬
な
つ
子

○
五
霞
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
五
霞
中
学
校
２
年

　
石
川
　
礼れ

桜お

○
青
少
年
育
成
五
霞
町
民
会
議
会
長
賞

　
五
霞
東
小
学
校
６
年　

吉
澤
　
柚ゆ
ず
華は

○
五
霞
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会
長
賞

　
五
霞
西
小
学
校
６
年　

山
本
　
紗さ

己き

○
優
秀
賞

　
五
霞
東
小
学
校
５
年　

竹
内
　
　
颯か
け
る

　
五
霞
西
小
学
校
５
年　

荒
川
恵え

里り

奈な

　
五
霞
中
学
校
１
年

　
根
本
　
彩あ
や
花か

　
五
霞
中
学
校
３
年

　
江
澤
璃り

梨り

愛あ

　
五
霞
中
学
校
３
年

　
小
林
　
光ひ
ろ
幸ゆ
き

り
組
む
自
分
を
ま
ず
褒
め
て
あ
げ
よ

う
。
そ
ん
な
風
に
思
う
と
、
自
然
と

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
で
き

な
い
問
題
に
は
、
周
り
に
い
る
家
族

や
友
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
、
周
り
の
人
の
力
を
借
り
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
自
分

一
人
の
力
以
上
の
結
果
を
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
周
り
の
人
と
助
け
合
い
な
が
ら

物
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
知
る
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
自
分
を
誇

ら
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
優
柔
不
断
、
意
地
っ
張
り
、
短

気
。
人
間
に
「
短
所
」
な
ん
て
あ
っ
て

当
た
り
前
。
今
の
私
は
こ
ん
な
風
に

考
え
て
い
ま
す
。

 

「
だ
か
ら
こ
そ
、
や
れ
る
こ
と
、
考

え
ら
れ
る
こ
と
が
無
尽
蔵
に
あ
る
。
」

　
こ
ん
な
言
葉
が
あ
の
時
の
道
徳

の
授
業
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
短
所
が
あ
る
か
ら
や
れ
る
こ

と
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
む

し
ろ
短
所
が
自
分
の
長
所
、
武
器
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
あ

の
日
の
道
徳
の
授
業
は
私
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
こ
と
が
好

き
で
す
か
。
今
の
私
は
自
信
を
も
っ

て
言
え
ま
す
。

　
私
は
、「
私
が
大
好
き
」
で
す
。
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※通信費は、
　個人負担と
　なります。

インフルエンザ流⾏に備えた検査プロセスの⾒直し

　
年
末
年
始
に
向
け
、
飲
酒
を
伴
う

懇
親
会
等
や
大
人
数
や
長
時
間
に
お

よ
ぶ
飲
食
を
す
る
こ
と
が
増
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
分
科
会
か
ら
政
府
へ
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」

と
「
飲
食
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
人

数
・
短
時
間
で
」
、「
箸
や
コ
ッ
プ
は

使
い
回
さ
ず
、
一
人
ひ
と
り
で
」
、

「
会
話
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
着
用
」

な
ど
の
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら

会
食
を
楽
し
む
工
夫
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
は
改
め
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
再
認
識
し
、

引
き
続
き
、
感
染
予
防
対
策
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

 

　
な
お
、
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提

言
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  ○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
や
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
上
下
水
道
料
金
な
ど
は
、
私
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
す
。
指
定
さ
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
督

促
や
文
書
催
告
を
送
付
す
る
な
ど
し

て
、
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
12
月
６
日
㈰
に
休
日
納
付
・
相
談

　
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
日
ご
ろ
平
日
に
納
付
や
相
談
が
困

難
な
方
は
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
12
月
６
日
㈰

　
午
前
９
時
～
正
午

○
窓
口
や
連
絡
先
は
下
表
を
参
照
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と
…

　
町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、
ま
た

安
定
し
た
税
収
入
を
確
保
す
る
た

め
、
納
税
に
対
し
て
誠
意
の
み
ら
れ

な
い
納
税
者
に
対
し
て
は
財
産
調

査
を
行
い
、
財
産
（
不
動
産
・
預
貯

金
・
給
与
・
売
掛
金
・
生
命
保
険
な

ど
）
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

■
事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
の
期
限

内
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
、
必
ず
町
民
税
務
課
税
務

Ｇ
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間

を
定
め
、
分
割
納
付
な
ど
の
方
法
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す

　
町
税
や
上
下
水
道
料
金
の
納
付

は
、
口
座
振
替
が
安
心
で
便
利
で

す
。
納
付
の
た
び
に
、
役
場
や
金
融

機
関
な
ど
に
足
を
運
ぶ
手
間
が
省

け
、
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
内
の
金
融
機
関
に
て
、
通
帳

と
届
出
印
を
持
参
の
う
え
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
取

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
相
談
先
が
変
わ
り
ま
す

　
県
で
は
、
発
熱
患
者
に
対
応
可
能

な
医
療
機
関
を
指
定
し
ま
し
た
。

①
か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
方
は
、
必

ず
電
話
等
で
相
談
し
、
指
定
さ
れ

た
時
間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
か
か
り
つ
け
医
が
な
い
方
は
、
診

療
・
検
査
医
療
機
関
を
案
内
し
ま

す
の
で
、
県
の
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
古
河
保
健
所
に
相
談

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

扱
い
は
指
定
の
金
融
機
関
の
み
と

な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

12
月
は
町
税
等
収
納
強
化
月
間
で
す

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

対象税等 町税等 介護保険料 学校給食費 上下水道料金
下水道受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

教育委員会
（中央公民館）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 学校教育Ｇ 水　道G

下水道Ｇ

電　話 ☎（84）1966 ☎（84）0006 ☎（84）1462 ☎（84）3000

令和元年度滞納処分執⾏状況
財産の種類 件数（件） 換価金額（円）
預貯金 14 1,104,786
給　料 1 1,264,204
年　金 4 3,135,938
不動産 7 635,200

所得税還付金 8 318,227
その他 8 1,307,300
合　計 42 7,765,655

※換価の金額は、前年度から継続して差押
　えている案件（給与・年金）も含みます。

新型
コロナウイルス
感染症の
再認識を
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五霞町　 Topics五霞町　 Topics

ま ち の わだい
町公式 YouTube へ当日の動
画をアップしていきます。記
事の中にＱＲコードがある場
合、スマートフォンやタブレッ
トで読み込んでみてくださ
い。

戦没者追悼式が厳粛に挙行
　役場忠魂碑前において、先の大戦での戦没者の霊を
慰め、平和を祈念することを目的に、追悼式が挙行さ
れました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、規模を縮小しての式典となりましたが、全員での
黙祷後、町長の式辞、猿橋遺族会会長・鈴木町議会議
長から追悼のことばをいただき、戦没者の御霊の安ら
かな御冥福をお祈りし、献花を行いました。

10/15

日本郵便㈱と協定を締結
　包括連携に関する協定を締結したことにより、一層
連携・協力し、地域の活性化及び町民サービスの向上
に貢献をいただきます。

㈱高橋芝園土木（古河市）へ感謝状を贈呈
　㈱高橋芝園土木（古河市）は、情報・防災ステーショ
ンごか隣接駐車場の整備の際、地域貢献活動として当
該敷地の不陸整正及び砕石整地、側溝整備を率先して
行うなど防災対策に尽力をいただきました。

塚原幸一さん（古河市）へ感謝状を贈呈
　宮大工である塚原幸一さんは、７月２日に交通事故
の未然防止等に役立てていただきたいと木碑及び木像
の寄附をされ、町の交通安全推進に多大なる貢献をい
ただきました。

東京電力パワーグリット㈱と協定を締結
　災害時における停電復旧の連携等に関する基本協定
を締結したことにより、災害発生時には、五霞町と相互
に情報共有をし、地域の防災力を高めます。

10/2710/27

10/27

10/27

原真一春日部支社長原真一春日部支社長

高橋正代表取締役社長高橋正代表取締役社長 寺島賢一局長寺島賢一局長
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ご厚意に対し、厚くお礼申し上げます。
　10月９日、㈱ヤクルト本社茨城工場から地域振
興のために５万円の寄附をいただきました。

ご厚意に対し、厚くお礼申し上げます。
寄｜附｜の｜お｜礼

五霞町交通事故連続ゼロ表彰
　町では、交通死亡事故が連続して850日ゼロを達成
したことにより、茨城県から表彰状を授与されました。
　今後とも交通事故を起こさないよう、交通ルールと
マナーを守りましょう。岩﨑明良さん（小福田）が

瑞宝双光章を受章
　昭和49年４月に神奈川県の教諭に赴任後、37年
の長きにわたり教職員として埼玉県の中学校に勤務
され、平成11年４月には久喜市立太東中学校校長に
就任されると共に、埼玉県東部教育事務所長をはじ
め、埼玉県教育局の要職を歴任されるなど、埼玉県
の教育の振興に尽力されました。
　また、平成24年12月からは、本町の代表監査員
として、財政上の監査はもとより、健全な財政の運
営、指導に尽力いただいています。

青木武明さん（山王山）が
旭日双光章を受章

　昭和62年に五霞村議会議員に初当選し、平成31
年４月までの８期32年の長きにわたり在職し、平成
13年５月から２年間及び平成23年５月から３年間、
五霞町議会議長として議会の円滑な運営に尽力され
ました。
　また、都市計画審議会委員をはじめ、国民健康保
険運営協議会委員、環境審議会委員など、数多くの
要職を多年にわたり務められ、町政の発展に多大な
る貢献をいただきました。

第3回マイ・タイムライン学習会を実施
　当日は、国立防災科学技術研究所及び県防災・危機
管理課、町生活安全課の方々を講師に迎え、中学２年
生の指導のもと、中学１、３年生及び民生委員・児童委
員のみなさんがマイ・タイムラインを作成しました。

東小学校６年生を対象に租税教室を実施
　児童たちは、身近なことに多くの税金が使われてい
ることを知り、税金の大切さを感じた様子でした。
　租税教室で学んだことや、感じた気持ちを大切にし
て、将来、社会で活躍することを願っています。

11/4

11/11

10/30

母の会山本会長母の会山本会長 安協五霞支部堀出副支部長安協五霞支部堀出副支部長

令和2年秋の叙勲
受章されたみなさんおめでとうございます
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♦小児医療輪番制
小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急医
療を行っています。受診される際は、医療機関に必ず事
前に電話で相談してください。

輪　番　日
月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝・年末年始（12/29▶1/3）：午前９時～午後４時

西：茨城西南医療センター病院（境町）	☎（87）8111　　友：友愛記念病院（古河市）	 ☎（97）3000
赤：古河赤十字病院（古河市）	 ☎（23）7111	　　古：古河総合病院（古河市）	 ☎（47）1010
※輪番の実施時間外の外来については、筑波メディカルセンター病院☎029（851）3511で小児救急医療を対応しています。

♦茨城県救急医療情報システム
　病気やケガなどで救急車を呼ぶほどでは
ないとき、診療してくれるお医者さんが
わからないときに利用してください。

♦茨城子ども救急電話相談
　受付時間：24時間365日
　電話番号：☎03（6667）3377

もしものときの小児医療情報

　
今
年
の
夏
は
、
夏
休
み
が
短
く
、
9

月
下
旬
ま
で
暑
い
日
が
続
き
、
あ
っ
と

い
う
間
に
食
欲
の
秋
が
通
り
過
ぎ
、
深

緑
だ
っ
た
木
々
も
落
ち
葉
の
舞
を
見
せ

な
が
ら
冬
支
度
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
児
童
館
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
は
元
気
で
す
。
寒
い
の
な
ん
て
へ
っ

ち
ゃ
ら
と
、
外
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま

す
。
午
前
中
は
、
職
員
は
鳥
の
さ
え
ず

り
に
癒
や
さ
れ
、
午
後
は
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
に
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
、
例
年
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
が
加
わ
り
ま
す
。

　
児
童
館
を
利
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
手
の
消
毒
等
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
予
防
を
心
が
け

て
元
気
に
遊
ぼ
う
！ 

　
西
児
童
館
で
は
、
10
月
19
日
に
ア
イ

デ
ィ
ア
工
作
を
開
催
し
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト

で
下
敷
き
を
作
り
ま
し
た
。

　
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
に
直
接
絵
を

描
く
方
法
と
別
の
紙
に
絵
を
描
い
て
間

に
挟
ん
で
パ
ウ
チ
す
る
方
法
で
作
っ
た

2
種
類
の
下
敷
き
を
用
意
し
ま
し
た
。

事
前
周
知
が
功
を
奏
し
、
好
き
な
下

絵
を
描
い
て
き
た
り
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
絵
を
持
っ
て
き
た
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
真
剣
な
面
持
ち
で
下
絵
を
油
性
ペ

ン
で
な
ぞ
り
色
を
塗
る
子
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
絵
を
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
る

子
、
ま
た
、
こ
の
時
間
内
に
か
っ
こ
い
い

絵
を
仕
上
げ
る
子
、
そ
れ
ぞ
れ
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
素
敵
な
下
敷
き
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 ～南児童館～ 季節が変わる ～西児童館～ アイディア工作

子育 て 支援情報

日 月 火 水 木 金 土
12/1 2 3 4 5
西 西 西 赤 西

6 7 8 9 10 11 12
友 西 古 西 西 赤 西
13 14 15 16 17 18 19
西 西 古 西 西 赤 西
20 21 22 23 24 25 26
西 西 古 西 西 赤 西
27 28 29 30 31
西 西 友 西 赤

12月の行事予定
・避難訓練	 2日㈬
・ドッジボールをしよう	 7日㈪
・にこにこ広場	 11日㈮
・運動あそび	 14日㈪
・クリスマス会	 25日㈮

南児童館　☎（84）3456

12月の行事予定
・ドッジボール大会	 ３日㈭
・ちびっこ広場	 ４日㈮
	 18日㈮
・ぴよぴよ広場	 22日㈫
・避難訓練	 22日㈫
・クリスマス会	 24日㈭

西児童館　☎（84）2321
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五霞中学校

元気いっぱい！
　  ごかっ子情報

町内の小・中学校で行われた取組みや行事などを紹介します。
今月は、五霞中学校を紹介します。

◆
新
人
体
育
大
会
特
集
◆

　
本
年
度
は
、
総
合
体
育
大
会

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

人
体
育
大
会
は
感
染
症
予
防
対

策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
観

客
な
し
の
状
況
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

【
猿
島
郡
大
会
】９
月
19
日

○
柔
道

　
男
子
団
体
　
優
勝

　
男
子
個
人

　
第
１
位
　
里
𠮷
　
翔し
ょ
う

太た

さ
ん

　
第
３
位
　
松
沼
　
悠ゆ
う
太た

さ
ん

　
女
子
個
人

　
第
１
位
　
松
本
　
紗さ

南な

さ
ん

　
第
２
位
　
吉
田
　
美み

咲さ
き
さ
ん

　
第
３
位
　
福
島
　
瑠る

璃り

さ
ん

○
卓
球

　
男
子
団
体
　
第
３
位

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
１
位
　
栗
原
　
幸こ
う
輝き

さ
ん

　
第
３
位
　
青
栁
　
大だ
い
貴き

さ
ん

　
２
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
１
位
　
園
田
　
美み

波な
み
さ
ん

　
１
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
１
位
　
鳩
貝
　
麻ま

由ゆ

さ
ん

【
県
西
地
区
大
会
】10
月
９
日
～
10
日

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
第
３
位

○
柔
道

　
個
人
女
子
44
㎏
級

　
第
１
位
　
福
島
　
瑠
璃
さ
ん

（
県
大
会
出
場
決
定
）

【
茨
城
県
大
会
】10
月
27
日

○
柔
道

　
個
人
女
子
44
㎏
級

　
第
３
位
　
福
島
　
瑠
璃
さ
ん

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
団
体
　
優
勝

　
個
人

　
第
３
位
　
鈴
木
　
杏あ
ん
奈な

さ
ん

　
　
　
　
　
松
本
　
咲さ

衣え

さ
ん
組

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
準
優
勝

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
準
優
勝

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
第
３
位

○
サ
ッ
カ
ー
　
準
優
勝

★
教
育
委
員
会
を

　
訪
問
し
ま
し
た
★

　
茨
城
県
大
会
第
３
位
の
福
島
さ

ん
、
県
西
地
区
大
会
第
３
位
の
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
代
表

し
て
主
将
石
川
さ
ん
、
副
主
将
山

本
さ
ん
、
細
井
さ
ん
が
五
霞
町
教

育
委
員
会
を
訪
問
し
、
新
人
体
育

大
会
の
結
果
報
告
を
し
ま
し
た
。
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ごかの
　お知らせ
役場の代表電話は☎（84）1111です

　
県
に
て
、
都
市
の
将
来
像
を
示
す

「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
に
あ
た
り
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
公
聴
会
で
は
、
原
案
に
対
し
て
、
公

述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
公
述
の
申
出
を
希
望
す

る
方
は
、
公
述
申
出
期
間
内
に
閲
覧

場
所
ま
た
は
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
公
述
申
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場

合
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※
公
述
申
出
者
が
多
数
の
場
合
、
意

見
内
容
を
考
慮
の
う
え
、
代
表
者

を
選
考
し
ま
す
。

※
公
聴
会
開
催
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

を
実
施
し
ま
す
が
、
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
公
聴
会
の
開
催
方
法
、

日
程
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
公
聴
会
開
催
日
時

　
令
和
３
年
１
月
21
日
㈭

　
午
後
２
時
～

○
公
聴
会
開
催
場
所

　
境
工
事
事
務
所
2
階 
大
会
議
室

  

（
猿
島
郡
境
町
西
泉
田
１
２
９
３
）

○
公
述
申
出
期
間

　
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
～
14
日
㈭   

○
公
述
申
出
書
の
提
出
先

　
茨
城
県
知
事 

大
井
川
和
彦 

宛
て

  

（
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

　
〒
３
１
０–

８
５
５
５

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
―
６

○
原
案
の
閲
覧
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

（
公
述
申
出
期
間
中
の
み
閲
覧
可
能
）

・
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

　
☎
０
２
９（
３
０
１
）４
５
９
２

・
町
都
市
建
設
課
　
市
街
地
整
備
推
進
室

　
☎

（84）
３
３
４
７（
直
通
）

お
し
ら
せ

No.543

　
本
町
で
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
、
法
務
局
か
ら
の
登
記
情

報
等
を
も
と
に
土
地
台
帳
・
家
屋
台

帳
を
整
備
し
、
閲
覧
に
供
し
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
所
有
者
の
意
図

し
な
い
と
こ
ろ
で
物
件
の
情
報
が
容

易
に
収
集
さ
れ
る
こ
と
や
、
物
件
の

所
在
地
か
ら
所
有
者
の
住
所
を
探
る

な
ど
目
的
外
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
、
所
有
者
（
納
税
者
）
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
個
人

情
報
保
護
等
の
観
点
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
台
帳
の
閲
覧
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
内
の
土
地
や
家
屋
の
登

記
情
報
を
調
べ
る
必
要
の
あ
る
方

は
、
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
登
記
情
報
を
確

認
で
き
る
「
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
」
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
併

せ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

ごみ収集・し尿処理 さしま斎場（火葬場） 役　　場

12月29日㈫～１月３日㈰
12月30日㈬午後５時～１月２日㈯

※火葬、告別式場、動物炉、霊柩車の使用はできません。
※霊安室は、12月29日㈫まで使用できます。ただし、12月

30日㈬に火葬するご遺体まで。

12月29日㈫～１月３日㈰
※日直業務（戸籍届出の受

付）は、実施します。

 中央公民館 B&G海洋センター 福祉センター「ひばりの里」 西児童館・南児童館
12月28日㈪～１月４日㈪ 12月27日㈰～１月５日㈫ 12月27日㈰～１月３日㈰ 12月28日㈪正午～１月３日㈰

ふれあいセンター 道の駅ごか 情報・防災ステーション
12月28日㈪～１月４日㈪ 12月31日㈭～１月２日㈯

※3日㈰は一部営業、4日㈪から通常営業 12月31日㈭～１月２日㈯

岩
井
・
境
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す

る
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

台
帳
閲
覧
が
廃
止
と
な
り

ま
す

年
末
年
始
の
休
館・休
業

日
等
の
お
知
ら
せ
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に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
業
者
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
　
水
道
Ｇ

　
☎

（84）
３
０
０
０
（
直
通
）

　
計
量
法
に
よ
り
、
取
引
ま
た
は
証

明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に

１
回
、
県
の
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
次
の

日
程
に
よ
り
定
期
検
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
現
地
で
の
検
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
、
別
途
料
金
に
な
り
ま
す

が
計
量
士
に
よ
る
巡
回
検
査
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
18
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
役
場
東
側
車
庫
前

○
当
日
持
参
す
る
も
の

①
受
検
通
知
ハ
ガ
キ

②
は
か
り
（
分
銅
・
お
も
り
も
必
ず

　
持
参
）

③
手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５
２
０
円

　
～
３
，
０
０
０
円
程
度
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

で
す
。
今
年
度
も
令
和
３
年
２
月
に

農
業
所
得
事
前
相
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
収
支
内
訳
の
作
成
が
困
難

な
方
は
、
相
談
会
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
青
色
申
告
は
、
納
税
者
自
ら
税
法

に
従
っ
て
計
算
し
、
納
税
す
る
制

度
で
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資

産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
年
内
に
家
屋
の
滅
失

（
取
り
壊
し
）
や
増
築
・
改
築
し
た

場
合
ま
た
は
売
買
な
ど
に
よ
り
未

登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場

合
、
町
民
税
務
課
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
地
の
現
況
地
目
を
変
更

し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
で
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
登
記

が
済
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
届
出
不

要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
毎
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
農
業
を
営
み
、
農
産
物

の
販
売
に
よ
る
収
入
等
が
あ
っ
た
方

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

な
い
農
業
（
農
産
物
を
全
く
出
荷
・

販
売
せ
ず
に
、
自
家
用
の
飯
米
や
野

菜
の
み
の
場
合
）
に
つ
い
て
は
、
申
告

不
要
で
す
。

○
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
で
す

・
記
帳
す
る
内
容

　
売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

取
引
の
年
月
日
・
売
上
先
・
仕
入

先
・
経
費
の
金
額
等
を
帳
簿
に
記

載
し
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存

　
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て

作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請

求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
収
入

金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳

簿
は
７
年
、
そ
の
他
（
請
求
書
・

領
収
書
等
）
は
５
年
保
存
が
必
要

で
す
。

○
事
前
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
入
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
者
ご
自
身

に
よ
る
収
支
計
算
の
も
と
行
う
も
の

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
水
道
管
や

水
道
メ
ー
タ
ー
等
が
凍
結
し
、
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
特
に
凍
結
し
や
す
い
場
所

・
風
当
た
り
が
強
い
戸
外
に
あ
る
水

　
道
管

・
北
向
き
で
、
日
陰
に
あ
る
水
道
管

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

○
防
寒
の
仕
方

　
蛇
口
は
破
裂
し
や
す
い
た
め
、
水

道
管
の
上
部
ま
で
保
温
材
を
包
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
保
温
材
が
な
い
場
合
、
毛
布
や
布

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ

オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
ゆ
っ
く
り
解
か

し
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
あ
る
止
水
栓
を
締
め
、
指
定
工
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
止
水
栓
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
破
裂
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
、
応
急

処
置
を
し
て
か
ら
、
指
定
工
事
業
者

農
業
所
得
の
確
定
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

土
地・家
屋
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

は
か
り
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
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催

し

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

３
級
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

○
日
時
　
12
月
９
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
県
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

推
進
す
る
た
め
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
」
の
普
及
を
進
め
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
」
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
介
護
予
防
事
業
（
元

気
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
他
）
、
公
民
館

講
座
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
が
活
躍
し
、
必
要
不
可
欠

な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
、
次
の
と
お
り
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
い
き
い
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
士
と
な
っ
て
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
人
員
　
20
名

 

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
。
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
有
害
鳥
獣（
カ
ラ
ス
）の
銃
器
に
よ

る
駆
除
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
１
回
目
　
12
月
６
日
㈰

○
２
回
目
　
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

※
両
日
と
も
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で（
悪
天
候
で
も
実
施
し
ま
す
）

○
実
施
区
域
　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
町
で
は
、
障
害
者（
児
）や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助

言
を
行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
に
は
、
専
門
の
相
談
員

が
配
置
さ
れ
、
身
体
的
・
知
的
・
精

神
的
な
ど
の
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
者

（
児
）が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
等
で
予
約
い
た
だ
け

れ
ば
、
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
。

○
日
時
　 

12
月
８
日
㈫

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）に
よ
る

生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、
就

業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

　
専
門
員
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に

向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
講
習
会
開
催
日

　
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
、
19
日
㈫
、

　
21
日
㈭
、
26
日
㈫
、
28
日
㈭

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
、
日
程
等
の
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
込
資
格

・
50
歳
以
上
で
常
勤
の
職
業
に
つ
い

て
い
な
い
町
民
で
、
認
定
後
に
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
講
習
会
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
認
定
後
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会
に
加
入
し
、
会
を

通
し
て
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

○
講
習
内
容

・
講
義
　

　
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
解
剖
生
理
学
、
老
化

と
病
気
、
高
齢
者
の
食
生
活
等

・
実
技

　
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
、
い
き
い

き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
い
体
操
他

○
受
講
料
　
無
料

 

（
交
通
費
・
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

○
お
申
し
込
み
期
間

　
12
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

 

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
）

○
お
申
し
込
み
方
法

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
・
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
予
防
ワ

ク
チ
ン
は
、
定
期
予
防
接
種
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
安
全
性
、
リ
ス
ク
、
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
回
数
な
ど
を
理

解
し
た
う
え
で
、
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
健
康
支
援
室
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

○
費
用
　
無
料
（
公
費
負
担
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
１
回
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
予
防
注
射
を
お
済
み
で
な

い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
ら
、
獣
医

師
が
発
行
す
る
「
注
射
済
証
明
書
」

を
生
活
安
全
課
へ
持
参
し
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す

障
害
者
相
談

生
活
相
談

相

談

子
宮
頸
が
ん（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）予
防

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
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○
講
習
会
開
催
日

　
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
、
19
日
㈫
、

　
21
日
㈭
、
26
日
㈫
、
28
日
㈭

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
、
日
程
等
の
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
込
資
格

・
50
歳
以
上
で
常
勤
の
職
業
に
つ
い

て
い
な
い
町
民
で
、
認
定
後
に
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
講
習
会
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
認
定
後
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会
に
加
入
し
、
会
を

通
し
て
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

○
講
習
内
容

・
講
義
　

　
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
解
剖
生
理
学
、
老
化

と
病
気
、
高
齢
者
の
食
生
活
等

・
実
技

　
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
、
い
き
い

き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
い
体
操
他

○
受
講
料
　
無
料

 

（
交
通
費
・
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

○
お
申
し
込
み
期
間

　
12
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

 

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
）

○
お
申
し
込
み
方
法

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
・
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

の
ハ
ウ
ス
（
『
強
靭
化
ハ
ウ
ス
』
）

に
限
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
補
強
対
策
に
つ
い
て
は
、「
茨
城

県
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
具
体
的
な
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
県
西
農
林
事
務
所

企
画
調
整
部
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
農
林
事
務
所
　
農
業
振
興
課

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
７
４

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
１
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
９
６

（25）
０
８
２
９

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
の
新
入
学
時

に
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
児
童
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
祝
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
お
申
し
込
み
期
限

　
令
和
3
年
1
月
12
日
㈫

○
お
申
し
込
み
場
所
　

　
役
場
⑥
番
窓
口

※
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
☎
０
２
９
（
２
２
１
）
７
５
０
５

　
近
年
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
る
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
で

は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
新
設
等
に
活

用
可
能
な
支
援
策
の
補
助
対
象
を
風

速
36

 

m/s
以
上
に
耐
え
ら
れ
る
強
度

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の

を
記
念
し
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日
～
10
日
ま
で
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
令
和
２
年
度
　
啓
発
活
動
強
調
事
項

　
～
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
～

　
「
誰
か
」
の
こ
と
　
じ
ゃ
な
い
。

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

・
部
落
差
別
等
の
同
和
問
題
に
関
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

○
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
法
務
局

　
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
１

　
県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

※
申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

  

（
法
人
は
代
表
者
の
登
録
印
）

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

 

（
運
転
免
許
証
等
顔
写
真
付
き
の  

　
も
の
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

 

（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
、
そ
の
領
収
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　
☎

（87）
１
１
２
０

　
不
動
産
の
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放

置
し
て
お
く
と
、
権
利
関
係
が
複
雑

と
な
り
、
後
々
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
相
続
登
記
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
司
法
書
士

　
☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

・
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
２
９
（
２
５
９
）
７
４
０
０

・
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　
☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

令
和
３
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童

に
対
し
入
学
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て

12
月
４
日
～
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化

を
行
い
ま
し
ょ
う

県
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

掲

示

板

相
続
登
記
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
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○
募
集
職
種

・
Ａ
　
一
般
行
政
職

・
Ｂ
　
一
般
行
政
職（
社
会
人
経
験
者
）

　
Ａ
、
Ｂ
と
も
に
一
般
行
政
職
に
従

事
（
一
般
事
務
ま
た
は
各
施
設
に
お

い
て
管
理
運
営
の
た
め
、
企
画
・
総

務
業
務
及
び
施
設
維
持
管
理
・
運
転

業
務
な
ど
に
従
事
）

○
受
験
資
格

・
職
種
Ａ
　
28
歳
ま
で
の
方

※
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
以
上
の
学

歴
の
方
で
平
成
4
年
4
月
2
日
～

平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

に
限
り
ま
す
。

・
職
種
Ｂ
　
40
歳
ま
で
の
社
会
人
経

験
者
の
方

※
高
卒
以
上
の
学
歴
の
方
で
、
昭
和

55
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
方

○
採
用
予
定
日

　
令
和
3
年
4
月
1
日

○
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

○
試
験
日

・
一
次
　
令
和
3
年
1
月
17
日
㈰

・
二
次
　
令
和
3
年
2
月
中
旬

○
受
験
お
申
し
込
み
期
間

　
12
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合

　
総
務
課
　

　
☎

（87）
０
６
０
９

　
就
職
し
て
も
す
ぐ
や
め
て
し
ま
う

方
、
一
人
で
就
活
す
る
の
に
不
安
を

お
持
ち
の
方
、
勇
気
を
出
し
て
相
談

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

・
12
月
8
日
㈫

・
令
和
3
年
１
月
12
日
㈫

　
両
日
、
午
後
2
時
～
午
後
4
時

※
前
日
ま
で
の
予
約
制
　

○
場
所

　
五
霞
町
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
　

相
談
室

○
対
象

　
15
歳
～
49
歳
ま
で
の
方
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

○
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ば
ら
き
県
西
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
☎
０
２
９
６

（54）
６
０
１
２

　
県
で
は
、
若
年
者
や
離
職
さ
れ

た
方
な
ど
で
求
職
中
の
方
を
対
象
と

し
た
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
複
数
の
企
業
の
採
用
担
当
者
の
方

に
直
接
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
履

歴
書
を
複
数
枚
持
参
の
う
え
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
　
午
後
１
時
～
）
　

○
場
所
　

　
筑
西
合
同
庁
舎
本
庁
舎
大
会
議
室

 

（
筑
西
市
二
木
成
６
１
５
）

○
対
象
　
現
在
仕
事
を
お
探
し
の
方

○
参
加
事
業
所
数
　
約
20
社

○
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６

（23）
３
８
１
１

　
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
は
、
地
方

税
の
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　
地
方
税
の
申
告
を
窓
口
に
出
向
く

こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理

士
事
務
所
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
主
な
対
象
税
目

・
法
人
市
町
村
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

・
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書

や
特
別
徴
収
関
連
手
続
）

○
利
用
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
０
時
ま
で

   （
土
日
祝
日
、年
末
年
始
日
を
除
く
）

※
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp

○
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
地
方
税
共
同
機
構

　
☎
０
５
７
０
（
０
８
１
）
４
５
９

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

 

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
茨
城
空
港
国
内
線
は
、
神
戸
便
・

札
幌
便
が
１
日
２
往
復
、
福
岡
便
・

那
覇
便
が
１
日
１
往
復
す
る
ほ
か
、

新
た
に
宮
古
（
下
地
島
）
へ
の
乗
継

便
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
温
等

を
実
施
し
て
い
る
他
、
航
空
機
内
の

空
気
は
常
に
機
外
か
ら
新
し
い
空
気

を
取
り
入
れ
、
約
３
分
で
全
て
入
れ

替
わ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
運
行
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
茨
城
空
港
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
空
港
対
策
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
７
６
１

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、
出
生

届
を
す
る
こ
と
で
、そ
の
子
が
戸
籍
に

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

記
載
さ
れ
ま
す
。
離
婚
後
、
３
０
０
日

以
内
に
出
生
し
た
た
め
前
夫
の
子
と

推
定
さ
れ
て
し
ま
う
、
出
生
証
明
書

が
手
元
に
な
い
な
ど
様
々
な
理
由
で

出
生
届
が
提
出
で
き
ず
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

お
困
り
の
方
は
、
法
務
局
ま
で
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
、
困
っ
て
い
る
方
を
知
っ
て

い
る
方
も
法
務
局
ま
で
相
談
く
だ
さ

い
。

　
戸
籍
は
、
日
本
の
国
籍
を
証
明
す

る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
事
情
を
伺
い
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
で
き
る
か
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。（
相
談
無
料
、
秘

密
厳
守
）

○
相
談
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
６

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://www.m
oj.go.jp/M

INJI/
m

inji04_00047.htm
l

地
方
税
の
申
告
は

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す

町の情報を
メールマガジンで
発信しています。

ぜひ、登録ください。

※通信費は、
　個人負担と
　なります。

就
職
に
関
す
る
無
料
相
談
会

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す

茨
城
空
港
か
ら
の

お
知
ら
せ

無
戸
籍
で
お
困
り
の
方
へ
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手打ちそば手打ちそば

材料【8人分】
そば粉　　　700ｇ
小麦粉　　　300ｇ
卵液　　　　400ｍｌ
（卵1個に水を加えて400ｍｌにする）

【そばつゆ】
みりん	 200ｍｌ
しょう油	 200ｍｌ
だし汁	 600ｍｌ

食改さ
んに

よる 健健 康康レレシシピピ Vol.8Vol.8

作り方

①そば粉と小麦粉をよく混ぜ合わせる。
②卵１個に水を加えて400ｍｌにし、①に少しずつ加える。はじめはボロボロとした状態になる。
	（生パン粉状）生地が１つにまとまるようにこねる。
③生地がまとまってきたら、２等分にしてそれぞれさらによくこねる。親指の付け根のあたりで押す
ように丸めながらこねる。丸くまとまったら手で上から押し、平たくする。
④のばし棒を使って薄くのばす。台の上やのばし棒に生地がはりつかないように打ち粉をしながら、
前後・左右に四角くのばしていく。
⑤少し薄くなってきたら、のばし棒に巻きながらのばす。
	（手前に引っぱるように動かし、両手は生地が均一にのびるように中心から外へ生地を引っぱるよう
に動かす）
⑥生地を折りたたみ、端から細く切る。
	（茹でると膨らむので、細めに切る）
⑦鍋にたっぷりの湯を沸かし、そばをよくほぐしてから湯に入れる。そばがくっつかないように軽く
まぜる。そばが浮き上がってきたら、水の中へすくい取り、水でしめてザルにあげ、水気をきる。

【そばつゆ】
①鍋にみりんを入れ火にかけ、軽く沸騰させる。（アルコールを飛ばし煮切る）
②しょう油とだし汁を入れ、再び沸騰させれば完成。

☆そばの効能
　そばは、昔から健康によいと言われ、穀物の中でとても栄養価の高い食べ物として知られていまし
た。米や小麦などの穀類の中でもたんぱく質の含有量が多く、そばのたんぱく質は難消化性のため血
中コレステロールを減少させる働きがあることが分かっています。その他にもビタミンB群や食物繊
維、ポリフェノールの一種であるルチンも豊富に含まれています。ルチンには、抗酸化作用があり酸
化を抑えることで動脈硬化の予防になったり、毛細血管を強く丈夫にする働きや血液の流れをスムー
ズにする働きで血圧を下げる効果も期待できます。様々な栄養素が豊富に含まれていますが、茹でる
ときにお湯に溶け出てしまう栄養素が多くあります。そばを食べた後にそば湯として飲むと、美味し
いだけではなく栄養も余すことなく摂ることができます。

ポイント そば粉と小麦粉を合わせて１kgが大体８人分です。慣れていない人は、
6（そば粉）：4（小麦粉）でやるとまとまりやすいです。今年はコロナ
ウイルス感染症予防のため開催できませんが、毎年12月に男性の料理教
室においてそば打ちを行っています。興味を持った方はぜひご参加くだ
さい。

１人分
栄養価

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 塩分相当量
509kcal 16ｇ 4ｇ 96.7ｇ 2.1ｇ
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お知らせカレンダー

人口と世帯

町公式
ホームページ

12月の納税 ▶納期限…12月25日(金)まで夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎（84）1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎（84）0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎（84）3000

▶12月の開設日
12月25日(金)：午後５時15分～午後７時

総人口 　男
　女

世帯数人 人
人

世帯（ 人） （ 　 人）
（86人）

（ 　 世帯）8,409 4,277
4,132

3,326230 144 181
前月比  ＋3人（±0人） （　）内は外国人登録で内数

11月１日現在
住民基本台帳から

※通信費は、
　個人負担と
　なります。

町　県　民　税 ４期 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966
国民健康保険税 ６期 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966
後期高齢者医療保険料 ６期 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966
介  護  保  険  料 ６期 健康福祉課　高齢者支援Ｇ ☎（84）0006

2020年

12月
　新型コロナウイルス感染症拡大により、
行事等が中止となる場合があります。
　詳しくは、町公式ホームページや各担当
課にて確認してださい。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

避難訓練
（南児童館）

ふれあいハート教室
（保健センター）

ドッジボール大会
（西児童館）

わくわく元気づくり⑬
（保健センター）

ちびっこ広場
（西児童館）
すくすく相談

（保健センター）

アクティブ・チャイ
ルド・プログラム

（Ｂ&G海洋センター）

缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

6 7 8 9 10 11 12
休日納付相談

（9ページ参照）
ドッジボールをしよう

（南児童館）
道の駅定休日

障害者相談日
（役場１階 小会議室）
乳幼児健康相談

（保健センター）
親子ヨガ教室

（ふれあいセンター）

消費生活相談
（ひばりの里）

にこにこ広場
（南児童館）

がん検診・特定健診
（保健センター）

がん検診・特定健診
（保健センター）

可燃ごみ 紙　類 可燃ごみ 不燃性粗大ごみ 可燃ごみ

13 14 15 16 17 18 19
運動あそび

（南児童館）
ちびっこ広場

（西児童館）

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

20 21 22 23 24 25 26
スポーツパーク
五霞オープニン
グイベント

（５ページ参照）

道の駅定休日 ぴよぴよ広場
（西児童館）
避難訓練

（西児童館）
親子ヨガ教室

（ふれあいセンター）

クリスマス会
（西児童館）

クリスマス会
（南児童館）
町税等夜間収納

（各窓口）

可燃ごみ 可燃性粗大ごみ 可燃ごみ 不燃ごみ 可燃ごみ

27 28 29 30 31
マイナンバーカード
申請＆交付（予約制）

（午前９時〜正午）
（役場①番窓口）

道の駅年末休

可燃ごみ 12月29日から１月３日まではごみ収集を行いません。


